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｜ 熱環境ならびに大気汚染調査におけるリモートセンシングデータの活用に関する検討 ｜ 
｜ 司自信行（オルト都市環境研究所） 近藤昭彦（千葉大学仁EReS) 久世宏明（千葉大学 CEReS) 原田一平（千葉大学 CEReS) I ・E 港区附け気温分布と表面温度 I 
・積書せの目的
車績討は、港区における鈴環境・大気環境の調査結果
を対愈1.：：、リモー トセンシングデー 告を都市環境の基礎
情報を面的に提えた基礎デー宇として活用するζとによ l港
リ、都市環境を多磁的lζ把湿するとと自的とする． l区
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港区では平成17年度より区内27カ所lζ畿圏した温
湿度ロガー によってヒー トアイランド現象のモ二型リング
を実織している．本検討では、区よリ提供していただいた
デ－i訟をもとに区内の等温S盟国を作成した． 
． 婚褒罰温度分布
A釘"ERのBAND2のデ一世より、区内の表面温度分布に
ついて図化した．
・＂；ールスポ ットについて
7月25日10-33撮彫の覆面温度分布をみると自然敏育園
や宵山望書風芝公園とし、った大線級緑地の表面温度が他
と比較して低〈ウー ルスポットとなっているととが砲箆で
きる．
しb、ふ気温分布をみると青山蜜箇が他と比較して気
混が高くみえるなどの相遣がみられる．
・ホットスポットについて
すべての地表面温度分布において品JI限胸辺の鉄道
散がホットスポットとなっている己とが確震できる．この
地点近傍の観測地点の気温は他と比駁して高くなってお
り、気温分布においてもホットスポットとなっているζとが lA 
信組できる． IS 
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..市におけ畢也事境聖徳鐙するにあたっての限掴
夏調理における池袋街灘度分布と気温分布については、
以下のような憂国が錐測できる．
・気温の観測地点の密度が薄くが也利用iζ対応した細か ．ー
な細分布時現できない・ 'X 
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・Il拠地点b'I&池よりも市街地の’E’を強〈受ける場所
1.：：厳置古れている．
地漫画温度が低い緑地が周辺市街地の気温iζ与える
~’は限定的である．
海風により市街地の高温暖t内也の池峰へ移動している
司健性がある．
上12のようなuについて解明するため、持徴的な傾
環境を形成している地帽について、より高精度lζ観測す
ることが有効であると考えられる．
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港区附ける大気汚染と気温分布 ］ 
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[ DOAS法の種類
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DOAS法（Di仇 rentialOptical Absorption Spectroscopy：差分吸収分光法）I 量逮舗と分光俸はり、遺（!.:a',る航空寓鰍Tなどのスベヲト崎観濁l>.N02などの大気微温成分の平均渇度を算出す弘千東大学内から遠鏡観灘中
MAX-DOAS法（Multi-AxisDOAS：多軸DOAS法）
iミ買
天空光を光源kして事周して、DOAS法と問榔ζスベク卜）lib唱州02温度など
を濁定す弘
AMAX-DO AS法（ActiveMulti-Axis DOAS：能動的多軸DOAS法）
サー チライト型先週置を事局して、大気や工Yロ＇／JL,!ζよる敏置1)t;を用い込
DOAS法と用邸こスベ？ト.）レ由明四濁度などを灘定で曹るほ払散乱光強
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